
かんきょう連続講演会第 1 回開催
『身近な生き物に触れあえる町づくり｣

一ホタルを指標と した人里の保全 ･ 再生一

横須賀市自然 ･人文博物館 主任学芸員
大場信義氏を講師に迎え開催されました。

3 月 9 目 (土) 午後 2 時から 4
時まで市役所 6 階の会議室で ｢身
近な生き物に触れあえる町づく
り｣ - ホタル を指標 と した人里の

保全 ･再生 -
第 1 回目のかんきょう連続講演

会を開催しました。
今回のかんきょう連続講演会

は、複雑で深刻な状況にある環境
問題の解決に向け、 私たちに何が
出来るのか、 環境基本計画の重点
課題 ｢まちなみと緑の創造｣ ｢ご

み問題｣ ｢二酸化炭素の削減｣ を
テーマに、 一人でも多くの皆さん
に関心を持っていただくため身近
なテーマを取上げ、 講師との調整
など、 私たちずしし環境会議メン
バーが提案し企画しました。
大場氏の講演概要は…
『逗子の人里の原風景』
大場氏が幼少のころ自宅の庭に

はタマムシ、 鮮やかな赤色をした
ベニカミ キリ な どが訪れていた。
桜山のハイキングコースは、 程よ
く山林の手入れがされていて、 枝
払いされている日当たりの良いと
ころにムツ ボシツツハム シ ･ ハフ
ルリツツハムシなどの甲虫類が無
数にいた。 コナラの木を揺すると
ミヤマクワガタが落下、 樹液には
カブトムシなどが集まる。 山を越
えて二子山、 裾野に茅葺の民家 ･
水田が広がる自然の中で、 甲虫類
など個体 ･種類数の多さに圧倒さ
れ、 今でも鮮明に残る。 私の逗子

の原風景である。

『逗子の人里の変化』
その後、 昆虫を適して逗子の人

里を見守り続けてきたが、 茅葺民
家や水田などなくなり、 そこで今
まで見られた身近な昆虫類はほと
んど姿を消した。 二子山林道など
昔の面影を残してはいるものの昆
虫類の個体数 ･多様性が低下して
いる。 質的な側面から判断すると
身近な生き物を支える環境は貧弱
化 している。

水質もきれいになった田越川で自然観察

『身近な生き物と
触れあえる人里の創出』

山林の手入れ、 適宜枝払い ･剪
定。 伐採木を日当たりの良い場所
に束ね昆虫類の餌資源にする。 雑
木林をつくり、 植生の多様性を高
める。 河川 においても水質の向
上、 田越川上流域ではゲンジボタ
ルなどの生息環境を保全する。

今後市民 ･事業者 ･行政が連携
し取り組むことが重要である。
またこうした自然環境、 三浦半

講師紹介
大場氏プロフィール

鎌倉市生まれ、 幼少時代から、
2 0 数年間逗子市に在住。 東京理
科大学卒業、 現在横須賀市自然 ･
人文博物館の主任学芸員として勤
務している。

一方、 全国ホタル研究会名誉会
長、 ホタル博士と して全国各地で
講演、 主な著書に ｢ホタルの観察

と飼育｣ ｢ホタルが先生ぼく らの

の環境学校｣ などこの他にも多数
の著書論文を出している。

島全域をネットワーク化するため
にも近隣市町が連携を図ることが
重要となってくる。

最後に ｢ワクワク ･ ドキ ドキす
る生命がいっぱいの環境の創出は
子ども達への贈り物であり、 それ
を実践するのは私たち大人の責務
である。 ｣ と結ばれました。

心に響きます。 大場先生ありが
とうございました。



かんきょう連続講漉会第2回は 廟

3 月 2 9 日 (金) 午後 7 時~ ◎時 市役所5階会議室

『地球温暖化を防ぐエネルギーの選択 ｣
東京大学教授 工学博士 山地憲治氏

を講師に招き講演いただきます。
山地先生は、 地球環境問題、 特にエネルギー問題について、 科学的知見を統合したエネルギー学の第一人者

です。 現在、 地球温暖化対策技術及び政策の評価、バイオエネルギーの持続的利用可能量の評価、新しい電力

需給マネジメント方式等を研究課題としていらっしゃいます。

み ん な 番 地 球 を 守 ろ う国

かんきょう連続講演会第3回は 硼
3 月 3 1 日〔日) 午後雀時~ 4 時 市役所5諸会議室

『買い物から考える環境とくらし』
グリーンコンシューマー研究会 代表 緑川芳樹氏

を講師に招き講演いただきます。
緑川氏はグリーンコンシューマー研究会代表として、 全国のスーパー、 生協、 コンビニなどの環境への取組

を調査 し、 ラ ンキング評価な どを行っています。 また、 グリーンコンシューマー全国 ･ 環境ネッ トワーク代表

世話人、 グリーン購入ネットワーク代表幹事としても活躍しています。
グリーンコンシューマーとは ? 環境に配慮した品物を選んで買う消費者をいいます。

このかんきょう連続講演会へは
連続参加の必要はありません。 当
日直接会場へお越しいただくもの
です。

なお、 当日車でのご来場はご遠
慮ください。 また、 車でなければ
来場できない方、 お体の不自由な
方、 手話通訳、 2歳以上の一時保育
を希望される方は、 事前にご相談
ください。 問合せ先 市役所環境
管理課 04 68一73一 111 1 内2 56

二酵花炭素の勘擬
3月 2 5 日 (月)
午後 2 時 ~
市役所5階会議室

ぜひ皆さん参加 してみてく ださ

各部会の日程をお知らせします。

まちなみと緑の勅“謄
4 月 7 日 (日) 市役所会議室

ごみ殼鏡野
未定

平成14年度逗子市では ･ ･
｢住宅用太陽光発電システム設

置助 成 制 度｣ の ほ か、 新 た に
｢低公害車導入補助制度｣ をス

タートさせます。 環境に配慮し
たライフスタイルを実践しよう
としている皆さん !電気代の節
約で省エネルギー、二酸化炭素
の削減にも貢献できます。
また、生ごみ処理器購入助成
(生活環境課内線28 1)、 生垣推

進奨励事業 (緑政課内線261) な
ど従来からの制度も充実してい
ます。 是非市民の皆さん利用し

ていただきたいと思います。 問
合先046 8 一73 - u 11市役所環境

管理課内線256

編集後記
今回は、 創刊号発行から余り時間がなく ｢かんきょう連続講演

会｣ のお知らせだけとなりました。 次号では、今後の活動内容等
お知らせいたしますのでご期待ください。


